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横尾　義貫先生 の こ逝宏を悼む

　先生 は，佐賀県の ご 出身 で，昭和 14年京都帝国 大学 1：学部楚築

学科を卒 業され ，佐Lli：保海軍嬬築部に 勤務，昭和17年京都帝因大

学 助教授，昭 和24年 に京都大学 教授に 就任：さ れ ま し た。名古 屋 大

学雄築学科創設に 伴い ， 昭和39年 よ り 3 年闘名古屋ゴく学教授に．配

置換 え に な り ま し た 。 昭和52年京都 た学を退官後 ， 豊橋技術科学

大 学副学 長 お よび教 授 に 就任 され ，昭和60年退官さ れ ま し た。京

都大学名誉教授お よび豊橋技術科学大学名誉教授に な られ ま した 。

　昭和 45年度土 質工 学会関西 芝部長 ，同 45− 46年度 L質．．L学会参

鋳を務め ら れ，昭 和54年 L質
一
1
”
．学会功

’
労章を受章され ま し た 。 昭

和 53年 ．｝： り 目 本学術会議第11期会員を務め られ，昭 和62年勲二 等瑞宝章 を受章 され ました 。 平成 3 隼

よ り助 日本 鋩築総合試験所理事長お よび顧問を務め ら れ ま した ，

　先生 の ご 研究 に は，局面板構造 の解析 ，．一
般構 造物 の 極限解析 お よ び 弾 塑性解析 ，鋼購造物 の 挙動 解

析に代表 され る上部構造 に関 する もの と共 に，慕礎構造 に 関す るもの があ ります 。 後輩の 多 くの 墓礎構

造研究 考を指導育成され， こ れ ら の 研究者 と共 に，建築骨組 の 剛性 を
．
考慮に い れた地盤 の 圧密沈 卜

．
に よ

る建築の 不同沈
．
ド解析，剛塑性 解析 に よ る基礎 の 極「双支｝寺力の 解析，圧 密 の 数値解析法 の 開発等 の 研究

を行わ れ ま した 。ま た 名古屋地盤 図 の 編集推 進を され よ した 、，

　個人的な思 い 出 に な り ま す が ， 筆者が京都大学 大学院博
一i：課梶 の 学生の 時，ゼ ミ で V ．V ．　Sokolovski

の Statjcs　of　Soil　Media を 読み ，1対 1の ご 指導 い た だ き 虫 し た 。虫 た ，先生 の 指導 ドに Pragerの All

Introd〔1ction　 to　Plastlcityを 多 くの学生 と輪読 い た しました 、、先生の 整然 とした わか りや す い ご説明を

思 い 出 します 。 LIIくな られ る数年前，関酉 空港の 支持地盤 であ る洪積粘 ．Lの 圧密沈 ドに つ い て の 疑 問

点 ・閥題点に つ い て 議論さ せ て い た だ い た こ とが あ り ま した が ，後輩の 研究テ
ーマ の 参考に な る よ う，

常に新 し い 課題を示 され る等 ， 晩年に．お か れ ま し て も後輩iに対し ， 懇切な指導 ， 配慮を い た だ き ま した 。

　先 生は 酒 の 席等で T 学分野以外の 話もよ くされ ま した。例え ば30年程度 前の 事で す が，中根
ゴ
r綾 東

京 大学名馨教授の 1タ テ社会の 人間関係 1を紹介 され ， 「
．
縦社会の 横働 き 」 と L て 日本の 縦社会で の 横

方向 の 連携 に よ る新 しい 仕事 の進め方等，横方向 の 連携の 重 要性 を話さ才tま し た 。 後輩に
．
J：学分野の 議

論 とは異な る，しか し社会へ の 真献に お い て重要な認識を こ の ような席で与 え．て くださ い ました 。

　心か ら ご 冥福をお祈 り致 します 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （長岡弘明　京都火学名馨教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 社団法人　地盤工学会
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